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保育士を支援する必要性と研究動向に関する調査

Ⅰ　はじめに
1　保育士の現状
近年、保育所が果たす社会的な役割が重視さ
れ、多様化する保育ニーズに対応することが求
められている。2018 年に改訂が公示された保育
所保育指針の第3章では健康及び安全として、ア
レルギー対応や災害時の地域住民の生活の維持
や再建を支える役割、第 4章では保護者・地域
の子育て支援として、特別なニーズを有する家
庭への支援、児童虐待の発生予防や発生時の的
確な対応、地域に開かれた支援を明記しており、
多様かつ重要な役割が求められている１）。さら
に、COVID-19 の感染拡大によって社会全体が
「つながり」の分断を強いられるという生活の変
化の中で、子育て家庭の孤立が虐待のリスク因
子になり得ることへの対策として、保育所への
期待がより一層高まっていると言わざるを得な
い。
保育現場はこのような社会から期待される役
割を担いながら、日々の保育において「気にな
る子ども」「気になる保護者」への対応に苦慮し
ていることも多い。このように重要かつ多様な
ニーズに対応する業務の負担が保育士のストレ

スになっていることは想像に難くない。すでに
保育士のストレスに関する調査２）～４）や、離職等
に関する研究でも５）６）保育士のバーンアウト傾
向の高さが指摘されている。バーンアウト傾向
に注目した研究７）～ 10）の中でも、宮下（2010）11）

は、保育士のストレッサー因子として「仕事の
多さと時間の欠如」、「園内の人間関係」、「子ど
も理解・対応の難しさ」、「保護者との関係」が
関係していると報告している。これらの研究報
告では主に職場環境の整備と改善、保育士個人
の内的要因に対するサポートの必要性に触れて
いるが、それぞれの施設の努力に委ねざるを得
ない現状も伺える。

2　政策にみる保育士支援への変化と現状
保育士を取り巻く現状が厳しさを増している
ことは政策の変化にもみられるが、同時に保育
士への支援対策が講じられている側面がある。
2021 年から 2024 年度まで、厚労省は待機児解消
と女性の就業率の上昇に対応するために進めて
きた「子育て安心プラン」を「新子育て安心プ
ラン」として自治体への支援策を引き続き打ち
出している 12）。支援のポイントとなっているの
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が、地域の特性に応じた支援、魅力向上を通じ
た保育士の確保、地域のあらゆる子育て資源の
活用の 3点である。二つ目の保育士の確保に向
けた取り組み例として、保育士・保育所支援セ
ンターの機能強化が挙げられており、現職保育
士の就業継続に向けた相談が補助対象に追加さ
れている。
さらに、若手保育士や保育事業者等への巡回
支援の拡充として、働き方改革支援コンサルタ
ントの巡回や魅力ある職場づくりに向けた啓発
セミナーの実施を補助対象に追加することが明
記された。保育士が相談しやすい体制整備を行
い、離職を防止するねらいがある。相談の体制
については、SNS の利用を含めて、保育士が相
談できる窓口を設置し、心理職や社労士などの
専門職から支援を受けられるようにするとして
いる。離職防止がねらいとはいえ、保育士支援
の必要性が認められた動向ではあるが、如何に
自治体の格差をなくし、保育士の要望に応える
ものになっていくかが課題であろう。

3　政策の変化が残す課題
保育士の離職防止に関する政策とともに、保
育士数を確保するために進められていることが
保育所等での在職経験のある潜在保育士への対
応である。
潜在保育士の実態および保育現場の要望に関
する調査によれば、復帰するために潜在保育士
が希望する研修内容には、保育実技（49.8％）、救
命救急（47.6％）、保護者対応（47.6％）の順の結
果であった 13）。それに対して、現職保育士は保
護者対応（58.1％）、保育実技（50.6％）、発達心
理学（41.4％）の順であった。この結果から、潜
在保育士と現職保育士のいずれも、保育の実技
を身に付けたいと意識していることが分かる
が、保護者対応の要望も多く、保育士のバーン

アウトに関する研究で指摘されたストレッサー
因子であることを示している。現場復帰のため
の研修のみならず、継続的な保育士支援の必要
性が伺える。
さらに、待機児童問題の解決策として潜在保
育士の保育現場への再就職を促進する観点か
ら、短時間勤務の保育士の配置に関する要件が
緩和されている 14）。2020 年以降、待機児童数が
1人以上である市区町村に限定しているものの、
常勤の保育士を十分に確保することができず待
機児童数が改善されないため、市区町村がやむ
を得ないと認めた際、これまでは各クラス等で 1
名以上常勤の保育士を配置するよう求めていた
規制を撤廃することが可能になった。つまり、1
名の常勤保育士に代わって 2名の短時間勤務の
保育士を充てても差し支えないことに変更され
たことになる。潜在保育士が復職を希望する際、
短時間勤務の希望が多かったことが背景にある
と考えられる。
運用に際して、常勤保育士との連携について、
交替時の適切な引継ぎ、保育の計画や評価の共
有機会など、常勤保育士に負担が偏ることのな
いように適切に業務分担することが明示されて
いる。しかし、多忙な保育現場において、常勤
保育士と短時間勤務の保育士が適切にコミュニ
ケーションを取り、適切に業務分担を進めるこ
とは容易ではなく、園内のサポートをはじめと
する園内外の様々な支援策を講じる必要があ
る。
以上をふまえ、子どもたちの健やかな育ちを
支え、多様な支援を提供する保育士を支えるた
めに有効な支援を探ることを目的とする。本研
究では、保育士に対する支援に関する国内の研
究動向を分析し、有効な支援策を考察する。
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Ⅱ　研究の方法および手続き
1　文献検索の基準と手続き
研究動向について、国立情報学研究所による
研究データベースであるCiNii を利用し、研究目
的のキーワードを用いた検索を行った。検索対
象は、現職保育士のおかれた現状と改善につい
て探るため、国内の研究に限定した。
使用したキーワードは、保育士を支援する視
点が示された研究タイトルに注目するため、「保
育者（保育士・保育職）への（のため・を）」に、
「支援、援助、ケア、サポート、メンタルヘルス、
バーンアウト」を組み合わせて検索を行った。対
象とした研究の発表時期は、2000 年～ 2022 年 7
月であった。

2　倫理的配慮 
本研究は、研究目的である研究動向を探るた
め、文献検索を研究方法としており、個人情報
を含まない。

3　分析の手続き
設定したキーワードに用いて論文タイトルの
検索を行い、年代別の傾向を読み取った。次に、
本研究の対象が現職保育士であるため、保育士
養成校の学生を研究対象にしたもの、支援を
テーマとして扱っていないものを削除した。保
育士への支援に関する論文を研究者2名で分析、
協議を行い、現職保育士に対する支援策と要望
に注目した研究論文の一覧を作成した。分析視

点には、保育士のメンタルヘルスについて 2014
年までに発表された国内外の研究動向をレ
ビューした加藤・安藤（2015）を参考とした 15）。
なお、対象論文の一覧を 2000 年～ 2010 年、
2011 年～ 2022 年の二つの時期に分けて示す。

Ⅲ　結果および考察
1　保育士支援に関わる研究数の変化
キーワードに従って検索を行い、重複するも
のを削除した結果を表 1 に示す。2000 年から
2022 年 7 月までに発表されたものは 106 件で
あった。2010 年までが 37 件であったのに対し
て、2011 年から 2022 年 7 月までは 69 件となり、
2倍に近い増加傾向がみられた。
その内、現職保育士を対象とし、支援の必要
性と方法について研究されたものは、2000 年か
ら 2010 年までが 15 件、2011 年から 2020 年まで
が 16 件、2021 年から 2022 年 7 月までが 1件で
あった。支援を行う保育士の負担を軽減すべく、
支援が必要であることは指摘されてきている
が、必要性や具体的な支援策に関する専門的な
研究が増加するまでには至っていないことが伺
える。

表 1　年代別キーワード検索結果

「保育者（保育
職・保育士）へ
の（のため・
を）」

発表年 支援 援助 ケア サポート メンタルヘルス バーンアウト 年代別合計
2000 ～ 2010 29 7 0 0 1 0 37（15）
2011 ～ 2020 47 7 3 7 1 1 66（16）

2021 ～ 2022（7 月） 2 1 0 0 0 0 3（1）
キーワード別合計 78 15 3 7 2 1 106（32）＊

＊：（　）内の数は現職保育者への支援を扱った論文数
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表 2　保育士の職務内容と支援策（2000 年～ 2010 年）

発
行
年

タイトル 筆頭著者

職務内容＊＊ 保育者支援策＊＊＊

提案障害
児
保育

保護
者
支援

その
他

園内
のサ
ポー
ト

巡回
相談

専門
機関
との
連携

研修

その
他知識

技術

他園
との
情報
交換

1 2000
統合保育において子
どもと保育者を支援
するシステムの研究

藤崎 春代 〇 ● ● ●
サポート
システム
構築

2 2000

障害児保育における
保育者への支援ーコ
ンサルテーションと
しての巡回相談の果
たす役割ー

浜谷直人 〇 ●
コンサル
テーショ
ンモデル

3 2004

幼稚園・保育所におけ
る子育て支援ニーズ
に関する研究 --保護者
と教諭・保育士への質
問紙調査を通じて

伊藤篤 〇 ●

4 2004

病棟の保育士による
病児支援についての
研究 : 病棟の保育士へ
の実態調査及び意識
調査をふまえて

栗山宣夫 〇

きょ
うだ
い
支援

●

5 2004

八戸市における保育
園児の精神保健（虐
待、情緒障害、障害児
保育、子育て支援）に
関する調査―保育士
へのアンケート調査
結果から―

瀧澤透 〇 〇 ●

6 2006

子育て支援とカウン
セリング（2） : 埼玉県
内の保育所の保育者
を対象とした調査か
ら

井上清子 〇 ● ●

7 2007

子育て支援としての
相談活動のあり方 --保
育所・幼稚園の保育者
を対象にした質問紙
調査から

中津 郁子 〇 ● 専門相談
員の配置

8 2007
保育者へのメンタル
ヘルス介入プログラ
ムの実践例

後藤悦子 全般

保育
カウ
ンセ
ラー

介入プロ
グラム作
成

9 2008

医療施設における病
児のきょうだい支援
（第 2 報）小児病棟の
看護師と保育士を対
象とした質問紙調査
からの検討

原 純子

きょ
うだ
い
支援

組織的な
支援体制
作り
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10 2008

保育者の「子育て支
援」に関わる専門性と
リカレント教育（その
1） : 山梨県内の保育士
への調査結果をてが
かりとして

川池智子 〇 ● ●

11 2008

S 市における子育て支
援に関する保育士へ
の臨床心理学的援助
（資料） : 予備的調査

橘 玲子 〇 相談の援
助

12 2008

巡回保育指導員によ
るコンサルテーショ
ンの効果と課題ーと
くに保育者への支援
を通してー

井戸ゆかり 〇 ● 事例
検討

巡回保育
指導員の
配置

13 2009 障害児保育担当保育士への支援 藤林 清仁 〇 ● ●

定期的・
継続的な
コンサル
テーショ
ン

14 2009

統合保育における保
育士の保育、支援・配
慮に関する実態調査 --
中堅以上の保育士へ
の調査を通して

細川 かおり 〇 ● ● ●

15 2010

発達臨床の専門性は
保育カンファレンス
で保育者をどのよう
に支援するか - 保育園
の “ 気になる子 " の事
例検討会の分析

芦澤清音 〇 ● ●

＊＊：職務内容の下位項目に該当するものは「〇」で示した。＊＊＊：保育者支援策の下位項目に該当するものは
「●」で示した。

表 3　保育士の職務内容と支援策（2011 年～ 2021 年）

発
行
年

タイトル 筆頭著者

職務内容＊＊ 保育者支援策＊＊＊

提案障害
児
保育

保護
者
支援

その
他

園内
のサ
ポー
ト

巡回
相談

専門
機関
との
連携

研修

その
他知識

技術

他園
との
情報
交換

16 2011
保育所における子育
て支援の実践（1）N園
保育士への調査から

北濱 雅子 〇 ●

17 2013

保育士の支援に関す
る実践的取り組み : 
「保育士のための元気
アップ勉強会」の内容
と評価

倉石 哲也 〇 ●
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18 2013

保 育者を支援する
ネットワーク : 「公開
保育（みてみて保育）」
の新たな取り組み形
態と多様性の理解

片山喜章 公開
保育 ●

19 2013

学生から保育者への
移行期支援ー若年保
育者の不本意な離職・
休職を防ぐためにー

林牧子 全般

20 2013
浜松市における幼稚
園・保育園への巡回支
援の実践

山武 〇 ● ●

臨床心理
士、ST、
PT、OT
の指導

21 2016

保育相談支援におけ
る保育士の葛藤ー「気
になる子ども」の保護
者との関係変容に伴
う支援の質的転換に
着目してー

亀崎美沙子 〇 〇 ●

22 2016

保育士支援としての
「保育士のための元気
アップ勉強会」の取り
組み : 4 年間の実施状
況と調査内容の報告
（特研報告）

倉石 哲也 全般 ●

23 2017

特別支援教育論から
考える幼稚園教諭・保
育士を対象とした研
修のあり方について

中山政弘 〇 ● ●

24 2017

幼児の手洗い方法の
習得に関する保育士
への保健所保健師の
支援

室岡 真樹 衛生
指導 ●

25 2017

幼稚園における相談
援助・支援の現状と課
題ー保育者へのイン
タビュー調査を通し
てー

須永真理 〇 ●

26 2018

新 任保育者へのサ
ポート体制に関する
一考察 ー保育士への
アンケート調査を通
してー

須永美紀 全般 ●

27 2018
保育者を中心とした
発達支援センターで
の取り組み

木本 優香 〇 ● 実践
報告

28 2019

保育士支援としての ｢
保育士のためのレベ
ルアップ勉強会｣ の取
り組み : 2016~2018 年
度の実施報告

倉石 哲也 ●
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2　対象となった保育士の職務
保育士支援が求められる職務内容および支援
策について対象研究別の一覧にし、2000 年～
2010 年までの研究を表 2に示し、該当する研究
がなかった 2022 年を除いて 2011 年～ 2021 年ま
でを表 3に示した 16）～ 48）。なお、対象研究にお
いて注目された保育士の職務内容は、「障害児保
育」、「保護者支援」が最も多く、保育者支援策
では、「園内のサポート」、「巡回相談」、「専門機
関との連携」、「研修（知識技術・他園との情報
交換）」の項目が多く見られた。これらの項目を
職務内容と保育者支援策の下位項目として示
し、少数の項目を「その他」に記述した。対象
研究別に該当する下位項目について、職務内容
は「〇」、保育者支援策には「●」を示した。
職務内容として注目されている件数は、最も
多かった「障害児保育」が 13 件、「保護者支援」
12 件であったことに加えて、「相談支援」、「きょ
うだい支援」、「衛生指導」、「公開保育」が見ら
れた。また、「保護者支援」に類似した表現とし
て「保育相談支援」（1件）があった。件数の多

さから、「障害児保育」と「保護者支援」が保育
士にとって困難を感じる職務であり、支援が必
要な内容であることを物語っている。
病児支援に携わる保育士を対象にしたもので
は、保護者支援のみならず、病児の「きょうだ
い支援」が保育士の職務となっていることが伺
え、保護者の子育て支援につながる兄弟姉妹へ
の支援を保育士が積極的に行っていることが分
かる。また、保育の自己研鑽を目的としている
「公開保育」と幼児の手洗い指導に関する「衛生
指導」がみられ、対象となった保育士の職務は
多岐にわたっていた。さらに、特定の職務に限
定せず、保育士の職務全般を対象としたものも
あり、保育を展開する上で様々な責任が伴う保
育士の現状を示していた。

3　保育士への支援策（表 2、表 3）
保育士への支援策として挙げられたものを述
べ数でみると、「園内のサポート」が 9件、「巡
回相談」が 10 件、「専門機関との連携」が 4件
で、「研修」は知識と技術の習得が主である場合

29 2019

新任保育者への支援
のあり方についてー
保育者が意欲を持ち
長期勤続につなげる
ためにー

堀美鈴 全般 ●

30 2020
保育士を対象とした
保育相談支援に関す
る研修実践

北濱 雅子 相談
支援 ●

31 2020

保育士の障害児通所
支援に対する理解と
支援ニーズの実態：保
育士へのアンケート
調査を通して

上村 誠也 〇 〇 ● ●

巡回相談
の増加、
PT・OT
参加、保
護者の直
接対応

32 2021

保育士を対象とした
発達が気になる幼児
の支援に関する研修
の効果

朝岡寛史 〇 ●

＊＊：職務内容の下位項目に該当するものは「〇」で示した。＊＊＊：保育者支援策の下位項目に該当するものは
「●」で示した。
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（9 件）と他園の保育士との情報交換（7件）を
求める「研修」があった。その他、「保育カウン
セラー」、「事例検討」、「実践報告」が見られた。
次に、得られた支援策別にみていく。

（1）園内のサポート
担当クラス保育の運営へのサポートだけでな
く、管理職の理解と保育相談援助や先輩保育士、
同僚保育士からの心理的なサポートなどが挙げ
られた。「専門機関との連携」は、障害児が並行
通園している専門施設との連携や保健所保健師
との連携などが見られた。障害児が通う専門施
設職員との連携は、障害のある子どもの発達理
解と対応について多面的な視点を与えており、
保育士が自身の成長を実感する支援策となって
いると考えられる。保健所保健師による衛生指
導も、専門的指導を受けることで、担当クラス
の子ども達と学びや気づきを共有し、子どもと
保育士が共感する機会となっているのではない
だろうか。

（2）巡回相談
障害のある子どもの保育への相談支援を目的
としている「巡回相談」は、自治体によって回
数や巡回する専門職の違い、対応する業務内容
などに差が見られる。さらに、自治体によって
は「専門機関との連携」の中に巡回相談の役割
が含まれている例が見られる。また、支援策の
その他でみられた「保育カウンセラー」も「巡
回相談」の一つと考えることができる。自治体
による違いなどの課題は多いが、園外からの専
門職が客観的な視点をもち、保育士をサポート
する必要性を示している。
さらに、「巡回相談」を支援策として挙げた研

究の多くが保育士の現状とニーズに沿った改善
策を提案している。提案された改善策としては、

サポートシステムとコンサルテーションモデル
の構築、巡回保育指導員の配置、定期的かつ継
続的なコンサルテーションの実施、心理職だけ
でない言語聴覚士・理学療法士・作業療法士の
指導、巡回相談の回数増加、保護者への直接対
応などが挙げられた。これらの改善策は、「巡回
相談」が保育士への支援策として、保育に関す
る助言にとどまらない支援の役割を果たす可能
性があることに言及しているといえる。

（3）研修
支援策としての「研修」では、保育内容や保
護者対応などに関する知識や技術向上を図るも
のが上がっていたが、他園の保育士との情報共
有を要望する調査結果が見られた。知識と技術
については、日々の困難を改善し自己研鑽に取
り組む保育士の姿勢を示している。加えて、他
園の保育士との情報共有は、保育士が自分の置
かれた状況を客観視し、所属する園の様々な環
境の違いを超えた共感と実践例から学ぼうとし
ていることが伺える。また、「事例検討」、「実践
報告」も、園単位で実施される場合や地域単位、
保育園連盟などの連合体が運営する部会単位な
ど、様々な規模で行われている現状があり、保
育を客観視し、学ぼうとするニーズに対する支
援策といえる。

Ⅳ　総合考察
1　保育士支援に関する問題
保育現場の業務負担の増加や保育士不足が指
摘され続けて久しい。保育士を取り巻く現状も
刻々と変化し、それに伴う国の政策も変化して
いる。保育士は担任する子ども達だけでなく、保
護者やその家族までを支援し、地域での子育て
支援の役割まで担うことが求められている。保
育士が子どもたちや保護者に対する支援を継続
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的に行うことで、子どもたちの成長を感じ、保
護者と喜び合える瞬間を体感し、保育士として
の達成感を抱くのだろう。しかし、保育士が達
成感を抱くまでには、様々な子どもや保護者と
の関わり、園内での保育士間の関係性など、悩
みやストレスを抱えることが少なくない。さら
に、日々の保育を行っている中、保育士には常
に様々な対応と判断が求められており、それら
には責任が伴う。園内のサポートがあるとはい
え、保育士は自身が行う対応と判断への迷いを
抱えながらも、クラスの担任として、子どもや
保護者への支援者としての責任に重圧を感じて
いるのではないだろうか。
一方で、政策的に取り組み始められている相
談支援は離職防止をねらいとする側面が強く、
多くの負担を強いる業務に携わる保育士の日々
を支援するものになっているとはいえない。保
育士が困難を感じて追い詰められてからではな
く、本人の頑張りを支援し、自己コントロール
を助けられるように、日々抱くちょっとした困
難を客観視して解決するヒントを得られる支援
策が求められるのである。

2　巡回相談システムの課題
保育士への支援策として複数の研究において
注目された「巡回相談」は、障害児保育に対応
するものとして1970年代から各自治体で始めら
れた（三山、2013）49）。保育士の障害理解や保育
に関する助言を行ってきており、巡回相談が保
育士の困難を支援する役割を担っていることは
言うまでもない。しかし、自治体による実施回
数や相談員の経験などの制限と格差があり、巡
回相談員による助言と保育士が抱く困難にずれ
が生じている例もみられる。さらに、巡回相談
に関するシステムが2013年の障害者総合支援法
が施行されたことに伴い、2011 年から厚生労働

省による市町村地域生活支援事業のメニューの
一つとして組み込まれてきている。巡回相談を
担うべくして、全国私立保育園連盟が育成する
保育カウンセラーや国立障害者リハビリテー
ションセンターによる巡回支援専門員の育成が
進められている。相談を担う人材の育成には、障
害のある子どもの保育に関連する支援だけでな
く、保育相談全般に対応すること、地域の子育
て関連施設を利用する保護者への子育て支援に
も携わることが求められている。巡回相談シス
テムの必要性が認知され、人材育成が進められ
ているが、保育士支援策としての課題および自
治体による格差の解決には至っていない。

Ⅴ　今後に向けて
研究動向から支援策の必要性を明らかにした
が、今後は保育士の置かれた現状や支援策につ
いて自治体の格差を明らかにし、保育士のニー
ズに合わせた巡回相談のあり方および支援シス
テムの構築を探る必要がある。
同時に、多様な支援を提供する役割を担う保
育士が、個々に抱えて消化するための支援シス
テムではなく、保育士自身も支えられていると
実感できる支援システムの構築を目指すべきで
あろう。
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